分析研究課題の募集： EASS 2006
	1．募集の目的


JGSS研究センターでは、社会科学諸分野の研究者が温めている研究課題を募集し、それぞれの研究課題を集約した全国調査および国際比較調査を実施しています。今回募集するのは、EASS 2006（East Asian Social Survey 2006）の分析に関する研究課題です。EASS 2006は、韓国・台湾・中国の研究機関と共同で実施した比較調査で、「東アジアの家族」をテーマとしています。
本センターでは分析研究を公募することにより、調査データの活用を促進し、実証的な社会研究の発展を目指しています。比較調査の二次分析には困難が伴います。優れた分析案をご提案いただければ、分析の進行をサポートするとともに、研究成果の報告のための旅費等を支援します。ふるってご応募ください。

	2．EASS 2006の概要


EASS 2006は、それぞれの国・地域における以下の全国調査に共通の設問モジュールを挿入することで比較データを収集しています。
	
	日本
	韓国
	台湾
	中国

	実施調査名
	Japanese General Social Surveys
	Korean General Social Survey
	Taiwan Social Change Survey
	Chinese General Social Survey

	実施時期
	2006年10～12月
	2006年6～8月
	2006年7～8月
	2006年9～11月

	調査方法
	面接・留置法の併用
	面接法
	面接法
	面接法

	調査対象
	20～89歳の男女
	18歳以上の男女
	19歳以上の男女
	18～69歳の男女

	抽出方法
	層化2段無作為抽出
	層化3段無作為抽出
	層化3段無作為抽出
	層化4段無作為抽出

	計画標本
	3,998
	2,500
	5,032
	7,872

	有効回答数
	2,130
	1,605
	2,102
	3,208


調査票をよく確認し「EASS 2006 関連研究一覧」（本募集用紙の次頁）を参照した上で、未開拓の分析計画をご提案ください。EASS 2006の個票データはEASS Data Archive（http://www.eass.info/）を通して研究者に公開されています。
EASS 2006は、主に以下の調査トピックを含んでいます。

　　・家族構成　　　　・世代間関係　　・夫婦の家事分担　　・子どもの選好

　　・家族規範意識　　・健康と幸福　　・配偶者選択　　　　・結婚時の親からの援助
　　・基本属性（本人と配偶者の年齢・学歴・職業・収入、世帯収入、宗教、階層意識、居住地の人口規模）

	3．応募資格


大学その他の研究機関の研究者、または大学院生（分野は問いません）

	4．応募方法


応募用紙に、氏名等、研究課題、想定する分析のモデル、研究に関連する参照文献、JGSSデータの利用経験、これまでの社会調査の経験を明記して、下記のJGSS研究センターまで、メールに添付して提出して下さい。説明のために別紙を追加していただいてもかまいません。

	5．受付期限及び提出先


■受付期間：2009年2～8月まで、毎月25日締切で審査
　（第1回締切2009年2月25日，第2回締切2009年3月25日，……）
■提出先：〒577-8505　大阪府東大阪市御厨栄町4－1－10　大阪商業大学JGSS研究センター

　　　　　E-mail: jgss@daishodai.ac.jp
	6．選考方法と発表


JGSS研究センターの運営委員会において審査を行います。審査結果は、各締切日の翌月15日までに応募者全員にお知らせします。

	7．採択者の義務およびJGSS研究センターからのサポート


■JGSS研究センターの共同研究者として、嘱託研究員（無給）になっていただく必要があります（大学院生の場合は、JGSS調査研究奨励プログラムの参加者となります）。
■センターで開催する研究会に参加いただき、分析の経過をご報告ください（旅費支給）。

■電子メールおよび研究会での情報共有や議論を通して、分析を進めるためのサポートを受けられます。

■学会等で研究成果を報告する際に、旅費の支給を受けられます（予算制限内で海外報告を含む）。
■センターの施設・設備が利用できます。

■最初の成果は、2010年3月に刊行予定の『JGSS研究論文集』（2010年1月原稿締切）にご執筆ください。

	お問い合わせ： 大阪商業大学JGSS研究センター （できるだけ電子メールにてお問い合わせ下さい）

Tel：06-6785-6013／Fax：06-6785-6011

http://jgss.daishodai.ac.jp   E-mail：jgss@daishodai.ac.jp
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〈論文〉

HIRAO, Keiko, 2008, “Effects of Sibship Size and Gender on Educational Attainment in Japan: Analyses of JGSS-2006,”大阪商業大学比較地域研究所・東京大学社会科学研究所編『日本版General Social Surveys研究論文集[7] JGSSで見た日本人の意識と行動』,pp.33-44.

岩井紀子・保田時男, 2008, 「世代間援助における夫側と妻側のバランスについての分析―世代間関係の双系化論に対する実証的アプローチ―」『家族社会学研究』第20巻第2号, pp.34-47.

小島宏, 2008, 「日本と台湾における既婚女性の就業中断と出生―JGSSとTSCSの比較分析―」大阪商業大学比較地域研究所・東京大学社会科学研究所編『日本版General Social Surveys研究論文集[7] JGSSで見た日本人の意識と行動』pp.45-55.

宍戸邦章, 2008, 「実親・義親への世代間援助にみる「家」の原理―JGSS-2006に基づく分析―」大阪商業大学比較地域研究所・東京大学社会科学研究所編『日本版General Social Surveys研究論文集[7] JGSSで見た日本人の意識と行動』pp.1-12. 

田渕六郎, 2008,「親からの住宅援助と親子の居住関係―JGSS-2006データによる検討―」大阪商業大学比較地域研究所・東京大学社会科学研究所編『日本版General Social Surveys研究論文集[7] JGSSで見た日本人の意識と行動』pp.13-23. 

筒井淳也, 2008,「日本における配偶者選択方法の決定要因―JGSS-2006による分析―」大阪商業大学比較地域研究所・東京大学社会科学研究所編『日本版General Social Surveys研究論文集[7] JGSSで見た日本人の意識と行動』pp.25-32. 

〈報告要旨〉

CHANG, Chin-fen and TSAI, Ming-chang, 2008, “Women's Subjective Social Identifity in East Asia: How Does Family Matter?,” JGSS 国際シンポジウム 2008(2008年6月8日, 大阪商業大学).

CHEN, Chao-Nan, 2007, “The Impact of Household Distance on Intergenerational Support Exchanges in Taiwan”, 台湾社会変遷基本調査第九次検討会, 中央研究院社会学研究所, 台北. 

CHEN, Duan-Rung, 2008, “Obesity, Socioeconomic Inequality, and Spatial Dependence in Taiwan,” presented at KGSS-EASS Conference ‘Family and Social Life in East Asia,’ Sungkyunkwan University, Seoul, Korea.

CHEN, Yu-Hua, 2007, “Cohort and Age Effects on Marriage”, 台湾社会変遷基本調査第九次検討会, 中央研究院社会学研究所, 台北.

CHEN, Yu-Hua, TSUTSUI, Jun’ya, and KOH, Chi-Young, 2008, “Mate Selection Trends in Japan, Korea, and Taiwan: An Analysis Using EASS2006,” JGSS 国際シンポジウム 2008(2008年6月8日, 大阪商業大学).

鄭麗珍(CHENG, Lai-Chun), 2007, 「不同婚姻狀態對代間支持交換的影響(Effect of Marital Status on Exchange of Intergenerational Support)」, 台湾社会変遷基本調査第九次検討会, 中央研究院社会学研究所, 台北.

EUN, Ki-Soo, 2007, “Direct and Indirect Contacts between Family Members in Korea: A Preliminary Analysis of the Korean General Social Survey 2006 Data,”  大阪商業大学比較地域研究所編『JGSS Colloquium 2007 報告書―東アジアの家族―』pp.41-57. 

EUN, Ki-Soo, 2007, “Are There "Asian" Family Values in Korea? An Exploratory Study,” presented at EASS Symposium on East Asian Societies and the Family, July 17, Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong.

HAN, Gyoung-hae, and KIM, Sang-Wook, 2007, “Intergenerational Relationships in Korean Families: Lineage Differences,” presented at EASS Symposium on East Asian Societies and the Family, July 17, Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong.

HAN, Gyoung-hae, and KIM, Sang-Wook, 2007, “Intergenerational Relationships in Korea: Lineage Differences,” 大阪商業大学比較地域研究所編『JGSS Colloquium 2007 報告書―東アジアの家族―』pp.1-22.

HAN, Gyoung-hae, and KIM, Sang-Wook, 2008, “Lineage Differences in Inter-generational Relations: A Cross-national Comparisons,” JGSS 国際シンポジウム 2008(2008年6月8日, 大阪商業大学).

HAN, Gyoung-hae, LEE, Yun-Suk, and KIM, Sang-Wook, 2008, “A Typology of Inter-generational Relations: Comparison between Korea and Japan,” JGSS 国際シンポジウム 2008(2008年6月8日, 大阪商業大学).

HAN, Gyoung-hae and KIM, Sang-Wook, 2008, “Generation in the Middle: A Comparison of Support Provisions between Korean and Japan,” presented at KGSS-EASS Conference ‘Family and Social Life in East Asia,’ Sungkyunkwan University, Seoul, Korea

HAN, Gyoung-hae, LEE, Yoon-Seo, and KIM, Sang-Wook, 2008, “From Patrilineal to Biliteral?: Intergenerational Relationship in Korea,” presented at KGSS-EASS Conference ‘Family and Social Life in East Asia,’ Sungkyunkwan University, Seoul, Korea.

HAN, Gyoung-hae, and KIM, Sang-Wook, 2008, “Lineage Difference in Intergenerational Support Relationships: A Comparison between Korea and Japan,” 『第18回日本家族社会学会大会報告要旨集』p.87.

HIRAO, Keiko, 2008, “Changing Patterns of Educational Investment for Women in Japan,” 103rd Annual Meeting of the American Sociological Association, August 4, Boston, USA.

岩井紀子, 2007, 「家事頻度からみたライフスタイル―JGSS累積データ2000-2006の分析」『第80回日本社会学会大会報告要旨』p.243.

IWAI, Noriko, 2007, “Trends in doing housework and factors affecting doing housework based on JGSS Data,” presented at EASS Symposium on East Asian Societies and the Family, July 17, Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong.

IWAI, Noriko, YASUDA, Tokio, SHISHIDO, Kuniaki and TABUCHI, Rokuro, 2007, “Analysis of Intergenerational Assistance to/from Parents and Parents-in-law: First trial using JGSS-2006,” presented at EASS Symposium on East Asian Societies and the Family, July 17, Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong.

岩井紀子・保田時男・宍戸邦章・田渕六郎, 2007, 「JGSS-2006にみる実親および義親との世代間援助関係」 『第17回日本家族社会学会報告要旨』pp.58-59.
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IWAI, Noriko, and YASUDA, Tokio, 2008, “Intergenerational Support Relations in Japan: Balance between Paternal and Maternal Lines Based on JGSS Data,” 103rd Annual Meeting of the American Sociological Association, August 3, Boston, USA.

IWAI, Noriko, and YASUDA, Tokio, 2008, “Intergenerational Support Relations in Japan: Balance between Paternal and Maternal Lines Based on JGSS Data,” 46th Interim CFR (Committee on Family Research) Conference, International Sociological Association, September 10, ISCSP, Lisbon, Potugal.
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分析研究課題の募集： EASS 2006　〈応募用紙〉
A４判で以下の各項目が網羅されていれば、枠にはこだわらなくても構いません。また、必要に応じ、枚数が増えても結構です。
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